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環
境
省
は
栃
木
県
内
に
建
設
を
予
定

し
て
い
る
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

建
設
候
補
地
と
し
て
、
塩
谷
町
大
字
上

寺
島
字
寺
島
入
（
て
ら
し
ま
い
り
）
を

提
示
し
ま
し
た
。 

 

今
号
で
は
、
環
境
省
か
ら
示
さ
れ
た

候
補
地
選
定
に
至
る
経
緯
の
ほ
か
、
町

の
対
応
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

国
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
に

対
処
す
る
た
め
、
平
成
２
３
年
８
月
に

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
を

公
布
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
８

千
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
を
超
え
る
指
定
廃
棄

物
は
国
（
環
境
省
）
が
処
理
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
の
基
本
方
針

に
お
い
て
、
県
内
で
発
生
し
た
指
定
廃

棄
物
は
当
該
県
内
で
処
理
す
る
こ
と
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

栃
木
県
内
で
は
、
主
に
稲
わ
ら
や
牧

草
等
の
農
業
系
副
産
物
か
ら
な
る
指
定

廃
棄
物
を
各
市
町
村
に
お
い
て
一
時
保

管
し
て
い
る
も
の
の
、
保
管
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
国
が
県
内
の

国
有
地
及
び
県
有
地
内
に
最
終
処
分
場

一
カ
所
を
設
置
し
て
処
理
す
る
た
め
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

県
内
に
は
、
汚
染
さ
れ
た
可
燃
性
の
農

林
業
系
副
産
物
が
多
量
に
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
焼
却
に
よ
る
減
容
化
・
安

定
化
を
図
る
た
め
、
最
終
処
分
場
内
に
仮

設
焼
却
炉
を
併
設
す
る
こ
と
と
し
、
処
分

場
は
長
期
に
わ
た
り
国
が
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

最
終
処
分
場
の
候
補
地
選
定
等
に
あ
た

っ
て
は
、
環
境
省
が
平
成
２
５
年
３
月
に

設
置
し
た
有
識
者
会
議
（
大
学
教
授
等
８ 

名
）
に
お
い
て
、
処
分
場
の
選
定
手
順
、

評
価
項
目
及
び
評
価
基
準
な
ど
を
審
議
し

同
会
議
で
了
承
さ
れ
た
項
目
を
も
と
に
、

県
内
市
町
村
長
の
会
議
に
お
い
て
論
議
さ

れ
、
次
の
手
法
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

１
．
安
全
等
の
確
保
に
関
す
る
事
項 

○
地
滑
り
や
土
石
流
な
ど
自
然
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
地
域
を
除
外
。 

 

○
国
立
、
国
定
公
園
な
ど
特
に
優
れ
た

自
然
環
境
地
域
を
除
外
。 

○
歴
史
上
、
学
術
上
価
値
の
高
い
史
跡
、

名
勝
地
、
天
然
記
念
物
の
保
護
地
域

を
除
外
。 

２
．
地
域
特
性
に
配
慮
す
べ
き
事
項 

 

○
対
象
と
す
る
土
地
は
利
用
可
能
な
国

有
地
に
加
え
、
利
用
可
能
な
県
有
地

も
対
象
に
。 

○
指
定
廃
棄
物
の
保
管
状
況
で
安
心
等

の
評
価
中
、
指
定
廃
棄
物
の
保
管
状

況
は
重
み
付
け
を
２
分
の
１
に
。 

３
．
必
要
面
積
を
確
保
し
た
土
地
の
抽
出 

 

○
計
画
最
終
処
分
量
は
、
農
林
業
系
副

産
物
、
浄
水
場
で
発
生
し
た
汚
泥
等 

合
計
で
約
１
万
４
千
ト
ン
あ
り
、 

処
分
場
内
に
は
指
定
廃
棄
物
の
埋
立

地
の
ほ
か
、
仮
設
焼
却
炉
な
ど
を
設

置
す
る
約
２
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
確

保
で
き
る
な
だ
ら
か
な
地
形
の
土
地

で
あ
る
こ
と
。 

 

以
上
の
条
件
か
ら
、
県
内
５
カ
所
の
候

補
地
が
抽
出
さ
れ
、
さ
ら
に
絞
り
込
み
を

か
け
る
た
め
、
次
の
手
法
で
選
定
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

４
．
生
活
空
間
と
の
近
接
状
況 

 

○
住
居
の
あ
る
集
落
（
住
民
が
居
住
す

る
建
物
）
と
候
補
地
ま
で
の
距
離
。 

５
．
水
源
の
近
接
状
況 

 

○
水
道
用
水
と
農
業
用
水
を
取
水
す
る 

表
流
水
や
伏
流
水
を
対
象
と
し
た
水

利
点
か
ら
候
補
地
ま
で
の
距
離
。 

６
．
自
然
度 

○
候
補
地
の
自
然
性
が
ど
の
程
度
残
さ

れ
て
い
る
か
の
指
標
。
（
自
然
度
が

低
け
れ
ば
候
補
地
と
し
て
高
評
価
） 

７
．
指
定
廃
棄
物
の
保
管
量 

 
○
指
定
廃
棄
物
の
保
管
の
有
無
や
保
管

量
を
比
較
。
（
市
町
村
長
会
議
で
重

み
付
け
を
２
分
の
１
に
） 

 

環
境
省
で
は
、
前
記
し
た
作
業
を
行
い
、

去
る
７
月
３
０
日
、
具
体
的
な
説
明
も
な 

い
ま
ま
、
栃
木
県
に
お
け
る
最
終
処
分
場

の
候
補
地
と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。 

 

最
終
処
分
場
と
し
て
必
要
な
対
策
を
検

討
し
、
安
全
面
で
支
障
が
な
い
こ
と
、
あ

る
い
は
事
業
実
施
の
観
点
か
ら
施
工
が
可

能
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、
候
補
地
の

詳
細
調
査
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。 

   

調
査
内
容
は
、 

１
．
地
質
、
地
盤
調
査 

○
地
表
お
よ
び
地
質
調
査
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
、
地
下
水
調
査
、
弾
性
波
探

査
、
標
準
貫
入
試
験
、
現
場
透
水
試

験
等
を
実
施
。 

２
．
ア
ク
セ
ス
調
査 

○
施
設
へ
の
運
搬
車
両
の
ア
ク
セ
ス
性

を
目
的
と
し
て
、
既
存
道
路
状
況
や

ア
ク
セ
ス
道
路
の
ル
ー
ト
を
調
査
。 

３
．
土
地
の
権
利
関
係
等 

○
候
補
地
お
よ
び
周
辺
の
土
地
所
有

者
、
土
地
使
用
者
等
の
確
認
と
関
係

法
令
の
手
続
き
を
調
査
。 

 

環
境
省
で
は
、
住
民
へ
の
親
切
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
た
う
え
で
了
解
を
得
た
後
、

以
上
の
調
査
・
確
認
を
数
か
月
間
か
け
て

行
っ
た
後
、
県
内
市
町
村
長
会
議
や
国
の

有
識
者
会
議
に
諮
り
、
最
終
的
な
候
補
地

と
し
て
提
示
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 
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国
に
よ
る
指
定
廃
棄
物
の
処
理 

 

 

候
補
地
の
選
定
手
法 

 

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ー
ル 

 

塩谷町民指定廃棄物最終処分場 

反対同盟会からのお知らせ 

 

野外活動や事務処理のサポートを 

しているボランティアスタッフ 

募集しています !! 

～精鋭募る～ 

 

詳しくは、同盟会事務局 

塩谷町大字原荻野目 148番地 

電話 0287-48-6230 まで 
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指
定
廃
棄
物
の
一
時
保
管
問
題
な
ど
県

内
各
自
治
体
の
窮
状
を
考
え
る
と
き
、
早

急
な
る
施
設
整
備
は
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
今
回
の
環
境
省
の
候
補
地
選
定
過
程

に
、
幾
つ
か
の
疑
問
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。 

①
町
村
長
会
議
に
お
い
て
一
方
的
な
説
明

の
中
、
採
決
が
と
ら
れ
た
訳
で
も
な
く
、

同
意
を
得
た
と
す
る
こ
と
。 

②
水
源
か
ら
の
距
離
に
関
し
て
候
補
地
の

す
ぐ
横
を
西
荒
川
の
源
流
が
流
れ
て
い 

 

                             

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
水
口
か
ら

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

③
自
然
度
に
つ
い
て
周
辺
が
針
葉
樹
林
で

あ
る
が
す
ぐ
下
流
に
は
壮
大
な
広
葉
樹

林
が
広
が
り
、
名
瀑
「
大
滝
」
も
あ
る

が
全
く
加
味
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。 

④
農
業
用
水
や
水
道
水
源
の
も
と
と
な
る

源
流
に
隣
接
す
る
が
、
下
流
域
へ
の
懸

念
を
公
に
せ
ず
机
上
で
選
定
し
て
い
る

こ
と
。 

⑤
源
流
か
ら
の
水
は
荒
川
・
那
珂
川
流
域

の
広
大
な
農
地
に
農
業
用
水
を
供
給
し

て
お
り
、
本
町
は
じ
め
関
係
市
町
村
の 

 

                             

農
業
生
産
物
、
加
工
食
品
等
に
甚
大
な

る
風
評
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
、

国
の
風
評
被
害
に
対
す
る
認
識
は
著
し

く
足
り
な
い
。 

④
高
原
山
麓
の
中
腹
に
位
置
し
、
冬
季
に

は
北
西
季
節
風
（
た
か
は
ら
お
ろ
し
）

の
風
当
た
り
の
強
い
地
域
で
あ
る
。
そ

の
場
所
に
火
気
を
扱
う
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
火
災
発
生
時
の
対
応
が

懸
念
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、
近
々
環

境
省
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
う
ほ
か
、

①
の
市
町
村
長
会
議
の
内
容
か
ら
も
わ
か 

 

る
と
お
り
強
引
に
同
意
に
こ
じ
付
け
さ
れ

て
お
り
、
地
元
説
明
会
で
少
数
の
方
の
出

席
で
意
見
が
な
い
場
合
に
同
意
と
さ
れ
る

こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
、
協
力
で
き
な
い
旨

を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

塩
谷
町
議
会
に
お
い
て
も
、
詳
細
調
査

候
補
地
選
定
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
を
決
議
し
ま
し
た
。 

 

塩
谷
町
近
隣
で
の
農
産
物
を
取
り
扱

う
Ｊ
Ａ
し
お
の
や
、
森
林
を
整
備
す
る

た
か
は
ら
森
林
組
合
、
県
内
で
生
活
必

需
品
を
販
売
展
開
す
る
よ
つ
ば
生
協
、

西
荒
川
ダ
ム
（
東
古
屋
湖
）
や
荒
川
流

域
の
漁
場
を
管
理
す
る
鬼
怒
川
漁
業
協

同
組
合
な
ど
の
各
種
団
体
か
ら
、
建
設

反
対
の
要
望
書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
隣
接
す
る
市
町
の
方
々
か

ら
、
農
業
や
水
源
等
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
声
も
届
い
て
い
ま
す
。 

 

隣
の
さ
く
ら
市
議
会
で
も
本
町
以
外

で
初
と
な
る
白
紙
撤
回
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

 

今
後
、
町
と
し
て
は
調
査
研
究
、
反

対
同
盟
会
と
の
連
携
を
図
り
、
町
民
の

み
な
様
と
共
に
建
設
に
反
対
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

               

 

塩
谷
町
と
し
て
の
対
応 

 

詳細調査候補地を見学しませんか？ 

現地見学のご案内 

～現地をもっと知りましょう !! ～ 

 

毎週 月曜日～金曜日 

午前 9時～午後 3時までの間の職員が 

対応可能な時間 

基本は 3名様以上となります !! 

 

詳しくは、指定廃棄物処分場対策班 

電話 0287-45-1115 まで 
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